
 
令和 4 年度 学校評価報告書 
 
令和 4 年度における学校評価につきまして、報告させていただきます。本園では毎年学

校評価を実施しています。自己評価は、本園教職員が評価したものです。保護者評価は本園
在園児の保護者による評価です。本評価の実施方法として、「保護者評価」「自己評価」の結
果を「学校評価委員会」に報告し、アドバイスや、様々な観点からご意見を頂戴して、さら
に良い教育活動・教育環境を提供し園運営等の質の向上に努めます。 
学校評価の目的は学校運営の改善を図るため必要な措置を講ずることや、その教育水準

の向上に努めるためのものです。この結果を真摯に受けとめ、更なる教育活動の充実、教育
環境の整備、教職員の資質向上等に努めてまいります。貴重なご意見を活かして、出来るこ
とからすぐ改善し、さらに良い教育活動・教育環境が提供できますよう努力していきます。
この学校評価をご覧いただき、今後本幼稚園が更なる発展が出来ますようにご指導とご鞭
撻をお願いいたします。 
 
1.対象期間： 2022 年（令和 4 年） 4 月 1 日～ 2023 年（令和 5 年） 3 月 31 日 
 
2 実施日時：  2023 年（令和 5 年） 3月 26 日（日） 10:０0 ～11:30 
 
3.実施場所：本学苑 会議室 
 
4 学校評価委員会 
評価委員（８名） 
卒在園児保護者  
元公立小学校教員（3名） 
医療法人理事長  
元教員養成大学教授  
小規模保育所 施設長  
児童福祉施設 元職員  
5 評価 
園長が、園要覧をもとに「教育方針」「特色ある教育」の説明を行い、本園の様子を報告し、
教員の自己評価や保護者の評価結果を基に評価や意見をいただいた。 
 
 
 
 



評価結果 
特別支援教育 ・保護者と密に連携をとり保護者の願いを受け止めると共に必要に応じ

専門機関に相談している。特に就学前には特に自治体と相談し小学校で
の支援についても緊密に連携している。 
・配慮が必要な子どもには個別の支援計画を作成し職員で共有し配慮や
指導の方法を検討し園全体で指導している。また実践しては見直しをす
るなどきめ細かく対応している。育ちの違いがある子どもたちをひとく
くりに見るのではなく、総合的な支援に繋がるようにインクルーシブな
視点で視覚支援などの工夫を行っている。スモールステップの積み重ね
によって、最終的には少ない援助で日々を過ごせるようにしていけるよ
う努力を重ねている。 

健康管理 ・教室に入る前や食事前の手洗いやうがい・手指消毒の指導、a2careス
プレーや噴霧器を使用し教室の消毒および感染拡大防止対策を行い教室
の衛生環境を強化しているが、コロナウイルス以外の感染症も発生して
いる。引き続き感染症が発生してもできるだけ感染拡大が起きないよう
に工夫を重ねてほしい。 
・バスの安全運行のためのマニュアルが改正されていた。毎年改訂の検
討を行っていることは作りっぱなしにしておらず重要なことであると思
う。バスに安全装置が取り付けられたがエラーを防ぐための研修を行い
行動の再確認し、園の安全マニュアルに基づき緊急時の対応手順につい
て、熱中症、誤嚥、AEDやエピペン等の訓練を行い法人全職員で共通理
解を行っている。緊急時の対応については何度も何度も研修を重ねて常
日頃から対応できるようにしておくものであると考える。時間が許す限
りさらに回数を増やすなどより安全管理に努めてほしい。 

保護者や地域と
の連携 

・電話での連絡や連絡ノート、れんらくアプリを活用して、保護者の方
と情報を共有しているが、内容によっては直接顔を見て会話する機会を
増やすことができれば教職員と保護者がより良い関係を気づいていける
であろう。 
・幼小連絡会を通して、園児の実態等についての情報交換ができている
と共に卒園児の情報も共有している。現在アドバイザー的に小学校教諭
が関わっているが、さらに進化する形で相互の職員による合同研修の開
催や教職員向けの参観授業の研修などを相互に行えるように小学校や教
育委員会等と連携を密にしていきたい 



教育環境整備 ・園児一人一人の発達状態や成長などに応じて声かけや興味付けを行
う・英語・スイミング・体操・ダンス・歌唱指導等の外部専門講師や元
公立小学校教員等のアドバイスを受けながら小学校への系統性を持たせ
る内容や掲示などを検討するなど将来に向けた教育を目指しているのが
小学校との接続を意識されていて素晴らしいと思う。特性をもつ園児さ
んもおられるので、児童の発達を専門とする作業療法士や言語聴覚士の
巡回などがあればさらに園児の発達に寄与できるのではないかと思う。 

 


